
四
月
・
五
月
の
運
勢

気
学
で
は
辰
四
月

四
月
四
日
（
清
明
）
節
入
り

破
ア

気

道

生

天

気
学
で
は
巳
五
月

五
月
五
日
（
立
夏
）
節
入
り

天
道

破

生
気

四
月
筮
ー
地
水
師
の
六
四

五
月
筮
ー
雷
地
予
の
六
三

何
か
と
用
事
が
多
く
忙
し

い
。
身
近
な
問
題
で
急
ぐ
と

誤
解
を
生
ず
。
頼
ま
れ
事
は

軽
く
見
な
い
で
慎
重
に
。
誠

意
が
通
じ
な
い
と
き
は
待
つ
、

出
費
を
押
え
て
堅
実
、
贅
沢

を
避
け
て
地
味
に
い
く
。
視

力
不
足
、
冷
え
風
邪
に
用
心
。

五
月
は
の
ん
び
り
過
ご
し

無
理
を
し
な
い
。
良
く
も
悪

く
も
変
化
を
求
め
な
い
。
家

庭
の
和
と
愛
情
が
あ
れ
ば
幸

せ
で
す
。
予
定
の
変
更
に
嫌

が
る
が
延
期
が
よ
い
。
足
腰

消
化
不
良
、
聴
覚
の
管
理
。

四
月
筮
ー
山
風
蠱
の
九
二

五
月
筮
ー
天
風
姤
の
九
四

四
月
は
マ
ン
ネ
リ
調
、
日
々

の
生
活
は
変
わ
り
ば
え
な
く

様
子
を
見
る
。
仕
事
は
隠
さ

ず
ハ
ッ
キ
リ
さ
せ
る
の
が
有

利
。
家
族
の
間
に
対
話
不
足

信
頼
を
取
り
戻
す
こ
と
。
何

事
に
も
気
配
り
を
忘
れ
ず
、

疲
労
回
復
と
休
養
が
大
切
。

五
月
の
運
気
は
一
歩
ず
つ

前
進
、
最
近
不
調
で
も
回
復

の
兆
し
あ
り
。
仕
事
は
現
状

を
生
か
す
。
対
人
面
で
立
場

の
違
い
と
誤
解
が
あ
り
そ
う

金
運
、
愛
情
に
不
足
を
補
う
。

生
活
習
慣
の
一
部
を
改
め
る
。

四
月
筮
ー
風
山
漸
の
九
五

五
月
筮
ー
巽
為
風
の
初
六

四
月
は
好
運
を
目
指
し
て

い
く
意
欲
が
あ
り
楽
し
み
。

目
標
あ
れ
ば
実
行
、
支
援
者

の
協
力
を
得
る
と
き
。
他
人

の
思
惑
気
に
せ
ず
マ
イ
ペ
ー

ス
で
も
下
旬
は
妥
協
す
る
。

仕
事
は
円
満
に
金
運
手
固
く

食
欲
と
睡
眠
で
気
分
明
る
く
。

五
月
は
見
通
し
が
見
え
る

の
で
安
心
。
思
い
や
り
で
家

族
の
絆
固
め
た
し
。
人
の
話

し
は
為
に
な
る
静
か
に
聞
く

こ
と
。
土
壇
場
で
予
定
叶
う

の
で
粘
っ
て
吉
。
毎
日
を
大

切
に
時
間
を
有
益
に
用
い
る
。

四
月
筮
ー
地
天
泰
の
初
六

五
月
筮
ー
山
雷
頤
の
六
四

最
近
は
気
忙
し
く
嫌
に
な

る
が
四
月
は
安
定
運
。
生
活

の
ペ
ー
ス
を
変
え
ず
平
凡
に

い
く
。
本
業
を
大
事
に
育
て

る
先
走
る
と
ミ
ス
が
出
や
す

い
。
新
製
品
の
買
物
は
性
能

第
一
に
収
支
明
細
を
示
す
。

足
腰
筋
肉
、
神
経
過
敏
対
策
。

五
月
は
交
際
面
が
盛
ん
に

な
り
早
め
の
予
定
を
つ
く
る
。

人
は
噂
好
き
毀
誉
褒
貶
が
付

き
も
の
。
意
外
な
情
報
飛
び

込
む
が
面
白
い
。
礼
儀
作
法

が
ウ
ル
サ
イ
の
で
心
得
て
。

骨
盤
と
腰
、
腎
泌
尿
に
注
目
。

四
月
筮
ー
地
風
升
の
六
五

五
月
筮
ー
沢
天
夬
の
九
五

四
月
は
頭
押
え
ら
れ
ず
気

分
は
伸
び
伸
び
。
予
定
は
果

断
に
処
理
す
る
。
葛
藤
の
深

い
問
題
は
手
を
付
け
ず
待
つ

こ
と
。
仕
事
は
後
半
月
変
化

が
あ
る
の
で
用
心
、
懐
中
の

財
布
は
出
さ
ず
仕
舞
う
、
春

風
邪
、
疲
れ
は
肝
胆
か
ら
。

五
月
は
旧
交
を
深
め
て
福

招
く
。
人
間
関
係
を
生
か
し

て
い
く
。
仕
事
面
は
旺
盛
で

す
が
新
し
い
事
は
抑
え
る
。

長
引
く
問
題
は
打
ち
切
る
つ

も
り
で
捨
離
。
金
運
低
調
。

疲
労
気
味
、
他
の
再
発
注
意
。

四
月
筮
ー
火
沢
睽
の
九
四

五
月
筮
ー
天
雷
无
妄
の
九
四

好
調
の
部
分
が
残
る
が
今

月
は
現
状
維
持
で
い
く
。
肩

の
荷
を
軽
く
す
る
手
抜
き
も

必
要
で
す
。
親
し
い
仲
に
も

礼
儀
あ
り
敵
を
つ
く
ら
な
い
。

仕
事
に
朗
報
と
家
庭
に
修
理

直
し
が
起
き
る
の
で
気
配
り
。

体
調
は
食
進
む
の
で
平
穏
。

五
月
は
意
気
盛
ん
で
あ
る

の
で
積
極
策
を
取
る
と
き
、

苦
労
す
れ
ば
成
果
を
得
て
の

喜
こ
び
。
多
く
の
人
の
支
援

を
受
け
る
に
は
柔
軟
に
。
見

込
み
違
い
を
さ
け
て
安
全
。

頭
痛
、
血
圧
、
疲
労
に
対
処
。

四
月
筮
ー
風
沢
中
孚
の
九
五

五
月
筮
ー
水
天
需
の
九
五

四
月
は
雑
事
が
多
忙
で
目

が
廻
る
。
心
労
が
増
え
る
の

で
不
安
定
さ
あ
り
。
物
事
は

渋
滞
気
味
な
の
で
焦
り
は
禁

物
。
舌
禍
で
苦
し
む
こ
と
が

あ
る
の
で
警
戒
。
目
上
に
反

感
を
買
い
や
す
く
諸
事
自
重
。

打
撲
や
怪
我
、
急
変
に
注
意
。

五
月
は
平
凡
な
ペ
ー
ス
、

攻
め
よ
り
守
り
を
固
め
て
安

心
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
趣
味

や
芸
術
鑑
賞
を
楽
し
む
、
一

人
に
な
り
た
い
と
き
心
を
打

つ
も
の
に
接
す
る
。
持
病
の

部
位
、
口
腔
、
気
管
に
用
心
。

四
月
筮
ー
雷
天
大
壯
の
九
四

五
月
筮
ー
沢
天
夬
の
九
二

四
月
は
活
気
さ
が
出
て
春

ら
し
い
爽
や
か
さ
を
満
喫
。

仕
事
や
用
事
な
ど
肩
の
力
を

抜
い
て
み
る
。
周
囲
の
思
惑

を
気
に
し
な
い
。
家
庭
の
変

化
は
臨
機
応
変
に
処
理
。
金

銭
投
資
は
軽
率
さ
で
損
招
く
。

気
管
支
、
睡
眠
、
減
量
対
処
。

五
月
は
マ
ン
ネ
リ
気
分
を

打
破
し
た
い
。
短
所
よ
り
長

所
を
生
か
せ
ば
チ
ャ
ン
ス
を

つ
く
る
。
公
私
に
わ
た
り
わ

が
道
を
歩
む
が
面
子
に
こ
だ

わ
ら
ず
。
金
運
は
強
く
い
く
。

肩
腰
、
胃
腸
、
腫
物
に
注
目
。

四
月
筮
ー
天
風
姤
の
上
九

五
月
筮
ー
地
雷
復
の
六
二

四
月
は
現
在
も
大
事
だ
が

将
来
の
方
針
へ
始
動
す
る
。

公
私
に
わ
た
り
改
善
策
を
実

施
、
財
産
管
理
、
不
動
産
の

こ
と
な
ど
提
案
、
身
内
の
問

題
は
そ
ろ
そ
ろ
と
処
理
。
乗

物
と
物
忘
れ
に
用
心
の
こ
と
。

足
腰
、
皮
膚
、
腹
部
に
用
心
。

五
月
は
好
調
な
運
気
に
支

え
ら
れ
人
気
上
昇
。
知
識
や

情
報
は
十
分
に
吸
収
し
て
目

的
に
近
づ
け
る
。
去
る
者
は

追
わ
ず
来
た
る
者
は
拒
ま
ず
。

人
情
の
機
微
を
知
る
。
明
日

へ
の
予
定
を
決
め
て
進
め
る
。

視
力
、
歯
、
血
圧
な
ど
手
当
。

福
田
有
宵

第８０号 有 宵 会 だ よ り 平成２９年３月吉日

第80号

発行所

特定非営利活動法人

岳易館・有宵会

編集 広報部

松戸市新松戸１－６４

５１３

４６８

９２７

九
星
と
易
断
に
よ
る

４９２

３５７

８１６

一
白
水
星
の
人
の
運
勢

二
黒
土
星
の
人
の
運
勢

三
碧
木
星
の
人
の
運
勢

四
緑
木
星
の
人
の
運
勢

五
黄
土
星
の
人
の
運
勢

六
白
金
星
の
人
の
運
勢

七
赤
金
星
の
人
の
運
勢

八
白
土
星
の
人
の
運
勢

九
紫
火
星
の
人
の
運
勢



平
成
二
十
九
年
一
月
二
十

八
日
（
土
）

足
立
区
勤
労

福
祉
会
館
プ
ル
ミ
エ
に
お
い

て
、
新
年
一
月
の
有
宵
会
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

司
会
は
佐
藤
宗
眩
先
生
で

す
。ま

ず
、
牧
野
有
峰
先
生
と

菅
原
有
恒
先
生
か
ら
新
年
の

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
牧
野
有
峰
先
生
」

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
年
の
挨
拶
は
、
有
宵
会
の

新
年
号
に
書
い
て
あ
り
ま
す

の
で
、
今
日
は
「
有
峰
会
」

の
活
動
に
つ
い
て
少
し
話
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
有
峰
会
」
は
発
足
し
て
十

年
ち
ょ
っ
と
に
な
り
ま
す
。

昨
年
は
我
孫
子
の
ヨ
ー
カ
堂

で
無
料
鑑
定
会
を
行
い
ま
し

た
。
大
変
盛
況
で
、
短
い
時

間
で
は
よ
く
見
て
も
ら
え
な

い
と
の
こ
と
で
、
す
ぐ
に
ワ

ン
コ
イ
ン
で
ま
た
鑑
定
会
を

行
い
ま
し
た
。
ヨ
ー
カ
堂
の

方
か
ら
今
年
も
や
っ
て
下
さ

い
と
の
オ
フ
ァ
ー
が
あ
り
ま

し
た
。

取
手
を
拠
点
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
今
年
の
二
月
十
一
・

十
二
日
に
取
手
の
公
民
館
祭

り
に
鑑
定
会
を
実
施
し
ま
す
。

三
月
十
一
・
十
二
日
に
も
別

の
公
民
館
で
行
う
予
定
で
す
。

市
の
教
育
委
員
会
か
ら
は

気
学
や
手
相
な
ど
を
や
っ
て

も
ら
い
た
い
と
い
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
今
年
の
秋
頃
に
実

施
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

少
人
数
の
会
で
す
が
、
地
域

の
方
で
頑
張
っ
て
活
動
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

「
菅
原
有
恒
先
生
」

今
日
は
旧
暦
の
お
正
月
で

す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
日
は
書
と
易
に
つ
い

て
お
話
を
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

無
か
ら
有
を
生
ず
る
と
言

い
ま
す
。
無
と
い
う
も
の
は

何
も
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、
易
を
学
ん
で
行
く
と

ど
う
も
そ
う
で
は
な
い
よ
う

だ
。
無
と
言
う
も
の
は
〇
が

並
ん
だ
無
限
大
で
あ
ろ
う
と
。

〇
の
向
こ
う
に
ま
た
〇
あ
り
。

と
い
う
こ
と
は
有
限
な
の
で

は
な
い
か
。

有
宵
先
生
の
お
名
前
、
宵

は
夜
、
こ
れ
は
見
え
な
い
つ

ま
り
無
で
す
。
無
と
有
を
併

せ
持
っ
た
宇
宙
全
般
と
も
言

え
る
、
道
号
と
私
は
思
っ
て

お
り
ま
す
。

詩
・
書
・
易
。
こ
の
三
つ

に
は
共
通
点
が
あ
る
。
無
か

ら
有
を
生
ず
る
と
い
う
点
で

す
。詩

は
志
（
こ
こ
ろ
ざ
し
）

の
之
（
ゆ
く
）
と
こ
ろ
。
言

わ
な
け
れ
ば
解
ら
な
い
。

書
は
何
も
な
い
真
っ
白
な
紙

に
墨
で
か
く
。

易
は
将
来
を
見
る
。
将
来

は
目
で
見
え
な
い
。

今
、
易
の
言
葉
を
書
く
こ

と
を
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た

な
と
思
い
ま
す
。
年
筮
も
頂

い
た
ら
必
ず
書
き
、
一
年
間

飾
っ
て
お
い
て
、
今
年
は
ど

う
だ
っ
た
か
と
反
省
を
し
、

ま
た
来
年
の
事
を
考
え
る
、

と
い
う
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。

書
く
こ
と
は
良
い
こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
も
、
自
分
の
好
き
な

言
葉
や
年
筮
を
書
い
て
、
こ

れ
か
ら
の
飛
躍
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
。

国
立
新
美
術

館
に
て
、
二
月
六
日
ま
で
、

新
春
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
易
の
四
卦
を
隷
書
で

書
い
た
も
の
を
出
品
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
第
六
十
三
回
の
清
真

会
書
道
展
を
、
上
野
公
園
内

の
東
京
都
美
術
館
に
て
三
月

二
日
か
ら
三
月
八
日
ま
で
開

催
し
ま
す
。
詩
歌
の
自
詠
自

書
展
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
、

一
緒
に
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

第
二
部

福
田
有
宵
先
生

＊
今
年
一
年
を
気
学
と
易

断
に
よ
り
考
察
す
る

時
運
推
断

今
年
は
十
干
十
二
支
で
「
丁

酉
」
、
一
白
中
宮
の
年
。

一
白
は
、
流
動
的
・
変
わ
り

易
さ
、
新
た
に
生
ま
れ
る
も

の
・
生
み
出
し
て
い
く
、
沢

山
生
ま
れ
る
が
、
育
た
な
い
。

自
然
現
象

自
然
現
象
は
、
先
天
盤
の

要
素
も
含
め
て
見
て
い
く
。

・
定
位
＝
体
～
基
本
・
内
容

・
回
座
＝
用
～
作
用
・
働
き

十
二
支
の
条
件
で
破
れ
、

気
学
の
五
黄
に
よ
る
暗
剣
殺
。

こ
れ
を
ど
う
み
る
か
。

日
本
の
気
象
条
件

「
火
地
晋
」
上
爻
で
、
夏
に

ポ
イ
ン
ト
あ
り
。

災
害
は
あ
る
か
で
、
乾
為
天

の
五
爻
。
上
か
ら
表
れ
て
く

る
。
天
候
の
変
化
あ
り
。
天

の
災
い
＝
温
暖
化
・
日
照
り
・

砂
漠
化
。
台
風
・
梅
雨
前
線

か
ら
く
る
大
雨
・
洪
水
。

八
白
が
東
の
震
宮
に
回
座

し
、
歳
破
が
付
い
て
い
る
。

三
碧
が
対
冲
し
、
東
西
（
中

部
地
方
）
で
土
壌
の
変
化
・

土
砂
災
害
・
雷
。
艮
宮
に
四

緑
が
回
座
し
、
風
水
害
に
よ

る
土
砂
災
害
が
懸
念
さ
れ
る
。

八
白
が
動
い
て
行
く
、
月
盤

を
見
る
。

今
年
の
日
本
の
気
候
は
、
中

宮
の
一
白
で
、
水
は
た
っ
ぷ

り
あ
る
。
ま
た
寒
冷
さ
を
示

す
。
坎
宮
に
六
白
の
暗
剣
殺

で
水
の
問
題
、
上
水
道
・
水

害
・
雪
害
・
海
流
の
変
化
が

懸
念
さ
れ
る
。

台
風

地
火
明
夷
の
五
爻

ゆ
っ
く
り
来
る
・
迷
走
す
る
・

い
く
つ
も
来
る
。

九
月
の
台
風
が
最
も
厳
し
い
。

次
は
八
月
下
旬
。
大
型
で
、

コ
ー
ス
は
西
南
・
南
と
東
南

方
位
。
艮
宮
に
四
緑
が
乗
っ

て
い
る
の
で
、
地
上
に
風
が

吹
く
状
態
。
風
台
風
か
。

梅
雨
前
線
に
よ
る
災
害

今
年
は
、
六
白
に
暗
剣
殺
が

付
く
の
で
都
市
型
の
洪
水
、

七
月
の
雨
に
注
意
が
必
要
。

早
め
に
な
る
要
素
あ
り
。
六

月
ご
ろ
の
動
き
か
ら
警
戒
す

る
こ
と
。

地
震

水
雷
屯
五
爻

春
か
ら
夏
に
か
け
て
、
震
度

四
か
ら
五
の
も
の
あ
り
。
津

波
の
心
配
は
な
い
。

火
山

山
沢
損
の
二
爻

内
部
の
変
化
あ
り
。
大
き
な

被
害
は
な
い
。
外
卦
で
押
さ

え
て
い
る
の
で
。

火
災
・
事
故

離
宮
に
五
黄
（
体
）
が
回
座

＝
火
災
（
用
・
九
紫
）
そ
の

も
の
が
五
黄
の
影
響
を
受
け

る
。
ス
ク
ラ
ッ
プ
工
場
や
廃

液
廃
棄
物
関
係
の
業
種
が
注

目
。
ま
た
地
下
街
は
注
意
。

九
紫
が
巽
宮
に
あ
る
。
海
外

の
薬
品
関
係
の
事
故
あ
り
、

八
白
歳
破
で
条
件
が
重
な
る

と
、
ビ
ル
の
倒
壊
な
ど
の
懸

念
。
九
紫
が
月
盤
で
ど
こ
に

動
い
て
い
く
か
で
み
る
。

竜
巻

地
球
規
模
で
荒
れ
て
い
る
感

じ
が
す
る
。
自
然
環
境
は
十

年
位
の
サ
イ
ク
ル
で
見
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

経
済

一
白
中
宮
の
年
は
「
不
景
気

で
あ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
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景
気
を
表
す
の
は
巽
宮
。

九
紫
（
金
融
・
証
券
）
が
回

座
し
、
実
態
よ
り
部
分
的
に

は
景
気
の
良
さ
が
あ
る
。
し

か
し
中
小
企
業
は
相
変
わ
ら

ず
で
あ
る
。

景
気
の
動
向
は
、
四
緑
そ

の
も
の
を
見
る
。
今
年
は
艮

宮
に
回
座
し
、
艮
の
変
化
と

い
う
も
の
を
観
て
、
貿
易
関

係
に
波
乱
含
み
。
ま
た
九
紫

が
巽
宮
に
回
座
し
て
い
る
の

で
、
部
分
的
に
は
景
気
の
良

い
業
種
あ
り
。
九
紫
は
「
繰

り
返
す
」
と
い
う
意
味
を
持

つ
の
で
、
波
は
二
回
あ
る
。

政
治
は
、

六
白
を
見
る
。
今
年
は
暗

剣
殺
が
付
く
。
国
家
運
営
が

な
か
な
か
厳
し
い
。
下
の
方
・

坎
宮
に
い
る
の
で
、
下
か
ら

の
突
き
上
げ
・
動
乱
・
ク
ー

デ
タ
ー
な
ど
が
起
き
や
す
い
。

ど
の
国
も
影
響
を
受
け
つ
つ

進
ん
で
い
く
。

暗
剣
は
、
五
黄
の
存
在
が
あ

る
か
ら
。
五
黄
が
回
座
し
て

い
る
場
所
を
考
慮
に
入
れ
な

い
と
、
正
し
い
判
断
は
出
来

な
い
。
離
宮
に
五
黄
が
来
て

い
る
の
で
、
組
織
・
国
と
い

う
も
の
が
壊
れ
る
こ
と
は
な

い
。

日
本
は
、
新
し
い
も
の
を
作

り
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
国
会
で
の
論
争
も

盛
ん
に
な
る
。
し
か
し
、
口

だ
け
は
出
し
て
も
実
態
は
伴

わ
な
い
。
中
宮
一
白
は
結
果

を
出
す
か
で
は
出
さ
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た

あ
る
時
期
、
汚
職
の
問
題
が

出
て
来
る
。
六
白
が
坎
宮
で

暗
剣
殺
付
き
な
の
で
、
地
方

自
治
体
や
下
部
組
織
に
お
い

て
あ
る
。
ま
だ
表
に
出
て
い

な
い
が
、
い
つ
出
る
だ
ろ
う

か日
韓
関
係

山
水
蒙
五
爻
～
風
水
渙

蒙
は
ズ
ル
ズ
ル
し
た
動
き
、

五
爻
で
し
ば
ら
く
先
に
な
る
。

五
爻
が
陰
な
の
で
、
今
度
の

大
統
領
は
日
本
贔
屓
に
は
な

ら
な
い
。
上
爻
（
こ
れ
を
何

と
見
る
か
）
の
陽
に
抑
え
ら

れ
る
の
で
身
動
き
出
来
な
い
。

一
白
水
星

今
年
は
中
宮
で
あ
る
。
俗

に
八
方
塞
が
り
と
言
わ
れ
て

い
る
。
し
か
し
八
方
か
ら
手

を
差
し
伸
べ
て
く
れ
て
も
い

る
。
こ
こ
で
は
吉
方
位
を
見

る
こ
と
。
運
気
は
三
年
位
前

か
ら
（
原
因
は
震
宮
の
時
）

見
る
。
前
年
良
け
れ
ば
、
今

年
も
良
い
。
だ
ん
だ
ん
下
り

坂
と
な
る
。
現
状
維
持
。

対
人
関
係
が
複
雑
な
時
。
頭

を
下
げ
る
こ
と
で
活
路
を
開

く
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
は
運
を
上
手
に
使
う

よ
う
に
。
今
年
は
運
を
使
い

切
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
こ

こ
が
コ
ツ
。
し
か
し
ど
う
し

て
も
使
う
こ
と
が
出
や
す
い
。

必
ず
救
い
が
あ
る
。
開
き
直

る
こ
と
で
打
開
で
き
る
。

変
化
す
る
時
で
、
仕
事
や
家

を
変
え
た
い
と
思
う
。
上
手

に
変
化
す
る
よ
う
に
。

被
同
会
は
六
白
。
親
の
存
在

が
あ
る
。
暗
剣
殺
が
あ
る
の

で
、
今
ま
で
の
流
れ
を
変
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
目
印

を
つ
け
て
変
化
を
す
る
よ
う

に
。

二
黒
土
星

乾
宮
に
（
生
き
て
い
る
値

打
ち
）
回
座
。
こ
う
い
う
時

は
良
い
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

昨
年
来
思
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
る
。
犠
牲
を
払
っ
て
で
も
、

そ
れ
を
実
行
す
れ
ば
よ
い
。

七
赤
が
被
同
会
し
、
自
分

の
好
ま
し
い
人
（
毒
に
も
薬

に
も
な
ら
な
い
が
）
と
の
付

き
合
い
が
生
ま
れ
て
く
る
。

こ
こ
に
来
た
時
に
考
え
て

い
る
こ
と
は
良
い
こ
と
で
あ

る
。

三
碧
木
星

兌
宮
（
口
・
食
べ
る
事
・
お

金
）
へ
回
座
。
や
れ
や
れ
ホ
ッ

と
し
た
と
一
息
つ
け
る
と
こ

ろ
。
自
由
・
楽
し
み
・
金
銭

を
や
り
く
り
で
き
る
。
楽
観

的
に
な
り
、
油
断
を
し
や
す

い
。
自
分
自
身
で
甘
く
見
る
。

被
同
会
は
八
白
（
財
産
・
家

の
中
の
問
題
・
不
動
産
・
投

資
・
家
そ
の
も
の
）
で
歳
破

が
つ
い
て
い
る
。
対
冲
で
あ

る
。

今
年
は
、
八
白
の
こ
と
に
は

口
を
出
さ
な
い
。
家
の
中
の

問
題
・
財
産
の
問
題
・
家
の

修
理
な
ど
に
つ
い
て
、
つ
ま

ら
な
い
こ
と
を
言
わ
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
る
。

八
白
の
食
べ
物
（
肉
類
な
ど
）

で
体
を
こ
わ
す
こ
と
あ
り
。

喉
を
詰
ま
ら
せ
る
・
誤
嚥
・

ポ
リ
ー
プ
・
に
き
び
。

四
緑
木
星

艮
宮
に
回
座
し
、
簡
単
に

は
い
か
な
い
け
れ
ど
、
自
分

か
ら
変
化
す
る
と
こ
ろ
。
来

年
ツ
ケ
が
回
っ
て
く
る
。

（
来
年
暗
剣
殺
が
付
く
の
で

注
意
）
大
物
振
り
を
発
揮
す

る
と
こ
ろ
。
前
年
（
兌
宮
）

は
そ
れ
程
で
も
な
か
っ
た
が
、

今
年
は
自
分
の
志
と
す
る
と

こ
ろ
、
自
分
の
将
来
を
考
え

る
。
（
家
系
上
の
こ
と
・
血

脈
）被

同
会
は
九
紫
。
決
め
た

事
は
き
ち
ん
と
文
書
に
し
て

書
類
を
残
し
て
お
く
。
問
題

が
出
て
も
解
決
で
き
る
よ
う

に
。話

が
出
た
ら
、
そ
の
話
に

乗
る
と
こ
ろ
。
ど
の
方
角
か

ら
話
が
出
た
か
き
ち
ん
と
見

る
こ
と
。
少
し
大
人
し
い
ゆ
っ

く
り
し
て
い
る
人
は
不
安
が

あ
る
。
今
年
は
、
上
り
下
り

が
あ
る
。

感
染
し
や
す
い
体
質
。

五
黄
土
星

離
宮
に
回
座
。
前
年
か
ら

努
力
し
て
、
上
に
昇
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。
表
彰
さ
れ
る
。

学
業
方
面
で
願
い
が
叶
う
。

節
（
公
平
・
公
正
）
に
か
け

ら
れ
る
。
基
準
（
ル
ー
ル
・

エ
チ
ケ
ッ
ト
・
マ
ナ
ー
）
が

あ
り
、
縛
ら
れ
る
が
、
そ
れ

に
合
わ
せ
れ
ば
よ
い
。

威
張
ら
な
い
こ
と
。
ス
ト

レ
ー
ト
な
言
い
方
（
九
紫
の

影
響
）
、
キ
ツ
イ
言
い
方
に

な
り
や
す
い
。

山
の
頂
上
に
い
る
。
下
に

降
り
る
用
意
、
下
を
見
る
こ

と
。
し
か
し
上
を
見
て
い
て

危
険
。
階
段
の
降
り
方
注
意
。

ケ
ガ
に
注
意
。
は
ず
み
が
つ

く
。

六
白
金
星

坎
宮
に
回
座
、
暗
剣
殺
が

付
く
。
暗
剣
殺
は
受
け
止
め

れ
ば
良
い
。
自
分
を
セ
ー
ブ

出
来
る
と
き
は
、
運
を
良
く

捉
え
ら
れ
る
。

親
子
関
係
は
、
ど
う
い
う
ふ

う
に
過
ご
せ
る
か
。
お
互
い

包
容
力
が
あ
れ
ば
暗
剣
殺
に

な
ら
な
い
。

五
黄
が
あ
る
か
ら
暗
剣
殺

が
付
く
。
古
い
問
題
を
む
し

か
え
す
・
古
傷
・
過
去
に
こ

だ
わ
る
・
自
分
と
価
値
観
が

違
う
―
こ
う
い
う
事
を
出
し

て
し
ま
う
の
で
、
暗
剣
殺
に

な
る
。

被
同
会
は
二
黒
。
実
家
・

妻
・
母
親
の
い
う
こ
と
を
良

く
聞
い
て
や
る
。
そ
う
す
れ

ば
暗
剣
殺
に
な
ら
な
い
。
素

直
に
な
る
と
、
運
を
上
手
に

取
り
込
ん
で
い
け
る
。

足
元
注
意
。
体
が
冷
え
る

の
で
、
気
管
支
・
肺
に
注
意
、

手
当
て
を
早
め
に
。

心
が
寒
い
と
き
は
、
親
に

す
り
依
る
。
下
働
き
・
奉
仕

を
す
る
時
。

七
赤
金
星

坤
宮
に
回
座
。
堅
実
に
す

る
。
人
と
同
じ
よ
う
に
頭
を

並
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

坎
宮
（
答
が
出
な
い
と
こ
ろ
）

か
ら
出
た
ば
か
り
な
の
で
、

平
ら
に
欲
を
か
か
な
い
。

体
丈
夫
で
い
ら
れ
る
と
こ

ろ
。
し
か
し
、
持
病
は
出
や

す
い
。
体
の
リ
ズ
ム
は
同
会

し
た
と
こ
ろ
の
意
味
が
出
る

の
で
、
食
が
進
む
。

被
同
会
は
三
碧
。
う
っ
か

り
発
言
に
注
意
が
必
要
な
と

き
。
人
を
批
判
し
な
い
よ
う

に
す
る
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平
地
を
歩
く
。
体
の
リ
ズ

ム
に
合
う
の
で
胃
腸
が
良
く

な
る
。

八
白
土
星

震
宮
に
回
座
。
歳
破
が
付

く
。
元
気
よ
く
、
積
極
性
が

出
る
。
こ
れ
は
目
的
が
あ
る

か
ら
。
破
れ
が
付
い
て
い
る

か
ら
と
言
っ
て
、
頭
を
押
さ

え
な
い
こ
と
―
の
び
の
び
し

な
く
な
る
。
（
暗
剣
殺
・
破

は
後
回
し
に
す
る
こ
と
）

被
同
会
は
四
緑
で
、
友
人
・

知
人
と
の
関
係
が
出
て
く
る
。

人
よ
り
早
く
し
た
い
！
と
思

う
。

情
報
が
沢
山
入
っ
て
く
る

（
巽
宮
か
ら
）
が
、
そ
の
情

報
に
迷
う
。

神
経
を
使
い
す
ぎ
る
所
あ

り
。
こ
れ
は
失
敗
し
た
時
、

破
で
、
ウ
ツ
に
な
り
や
す
い
。

緻
密
な
計
画
が
必
要
。
し
か

し
大
雑
把
だ
と
相
手
に
言
い

が
か
り
を
つ
け
ら
れ
る
。

「
失
敗
は
成
功
の
た
め
に
あ

る
」
と
思
っ
て
歩
ん
で
行
く
。

こ
れ
が
震
宮
に
い
る
時
の
歩

み
方
で
あ
る
。

九
紫
火
星

巽
宮
に
回
座
。
良
い
話
が

来
る
が
、
被
同
会
の
五
黄
が

良
い
顔
を
し
な
い
。
先
方
の

中
に
五
黄
が
あ
る
。
人
の
ウ

ワ
サ
・
過
去
の
問
題
な
ど
が

尾
を
引
く
。

感
染
症
・
大
腸
に
関
す
る

食
中
毒
に
注
意
。
風
邪
を
こ

じ
ら
せ
な
い
よ
う
に
。

交
際
上
手
・
芸
能
方
面
に

能
力
を
発
揮
す
る
。

山
本

悠
里
帆

田
無
神
社
参
拝

福
田

有
宵

新
春
の
初
参
り
は
二
月
二

十
一
日
（
火
）
、
田
無
神
社

様
に
参
拝
、
八
十
五
名
で
し

た
。当

日
は
晴
れ
や
か
な
様
子

で
一
安
心
、
梅
の
蕾
は
可
愛

げ
に
迎
え
て
く
れ
て
心
温
ま

る
境
内
で
し
た
。

交
通
は
高
田
馬
場
駅
か
ら

準
急
で
三
つ
目
、
快
適
に
飛

ば
し
て
到
着
、
歩
い
て
六
分

と
便
が
良
い
の
が
何
よ
り
、

定
刻
前
に
全
員
集
合
で
し
た
。

田
無
神
社
は
鎌
倉
期
の
創

建
で
、
尉
殿
大
権
現
と
い
う

名
で
龍
神
で
あ
り
水
と
風
を

始
め
る
神
々
で
、
神
仏
習
合

の
と
こ
ろ
か
ら
不
動
明
王
と

し
て
も
信
仰
さ
れ
て
来
ま
し

た
。
水
神
を
守
る
意
味
が
深

い
も
の
で
す
。

十
一
時
の
御
祈
祷
に
は
賀

陽
宮
司
に
よ
り
、
各
人
の
名

前
に
祈
願
文
を
入
れ
、
所
在

地
ま
で
読
み
上
げ
て
く
だ
さ

り
丁
重
な
作
法
で
、
稀
に
み

る
こ
と
こ
の
上
に
な
い
も
の

で
し
た
。

本
殿
前
の
拝
殿
に
八
十
五

名
着
座
、
回
廊
ま
で
食
み
出

し
て
の
人
数
で
し
た
が
、
静

寂
の
あ
と
宮
司
の
朗
々
た
る

祝
詞
奏
上
で
し
た
。

祝
詞
文
の
中
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
と
し
て
、
世
の
た
め
人
の

た
め
に
占
い
の
道
を
進
め
尽

く
す
こ
と
を
再
三
に
わ
た
り

奏
し
て
下
さ
り
、
そ
の
神
威

を
授
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
程
の
祝
詞
奏
上
を
拝
聴

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

こ
こ
に
謹
し
ん
で
ご
祭
神

に
敬
畏
、
敬
尊
す
る
も
の
で

す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

素
通
し
の
拝
殿
に
時
々
風

が
舞
う
よ
う
で
し
た
が
、
ご

神
意
の
表
れ
か
も
し
れ
ず
畏

ま
っ
た
次
第
で
し
た
。

皆
様
と
共
に
感
応
を
い
た
だ

い
た
初
参
り
で
し
た
。

田
無
在
住
の
大
橋
初
江
さ

ん
の
お
世
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

田
無
神
社
初
参
り

福
田

有
倭

平
成
29
年
2
月
21
日
有
宵

会
の
初
参
り
は
、
東
京
都
西

東
京
市
田
無
に
あ
る

田
無
神
社
に
て
85
名
の
参
加

者
で
の
お
参
り
で
し
た
。

私
は
、
数
年
前
に
龍
の
夢
を

見
た
の
を
き
っ
か
け
に
龍
が

大
好
き
で
す
。

最
近
読
ん
だ
本
に
、
「
龍

使
い
に
な
れ
る
本
」
と
い
う

の
を
読
み
ま
し
た
。

ラ
ッ
キ
ー
な
人
は
、
龍
の
背

中
に
乗
れ
て
る
そ
う
で
す
。

田
無
神
社
に
は
、
中
心
に
金

龍
、
東
方
を
青
龍
、
南
方
を

赤
龍
、
西
方
を
白
龍
、
北
方

を
黒
龍
が
お
祀
り
さ
れ
て
い

る
と
の
事
、
当
日
、
福
田
先

生
よ
り
、
本
日
玉
串
奉
納
を

し
て
下
さ
い
。
と
い
わ
れ
、

龍
の
背
中
に
乗
っ
た
気
分
の

様
に
う
れ
し
い
事
と
、
現
実

を
考
え
る
と
人
前
で
、
足
が

し
び
れ
倒
れ
た
ら
は
ず
か
し

い
、
複
雑
な
思
い
が
交
差
し

ま
し
た
。
が
、
何
よ
り
も
龍

が
来
た
ー
と
、
う
れ
し
く
思

い
ま
し
た
。

田
無
神
社
の
宮
司
さ
ん
は
、

85
名
ひ
と
り
ひ
と
り
の
名
前

で
祝
詞
を
あ
げ
て
く
だ
さ
り

ま
し
た
。

私
の
願
い
は
心
願
成
就
願

い
で
し
た
が
、
足
が
痺
れ
ま

せ
ん
よ
う
に
、
玉
串
奉
納
が
、

無
事
に
出
来
る
事
が
神
前
で

の
願
い
と
な
り
ま
し
た
、
気

合
い
な
の
で
し
ょ
う
か
、
願

い
が
通
じ
た
の
か
、
立
ち
上

が
れ
る
痺
れ
の
中
、
玉
串
奉

納
を
無
事
に
す
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

参
拝
を
一
通
り
終
え
る
と
、

神
社
ツ
ア
ー
を
し
て
下
さ
り
、

本
殿
、
拝
殿
は
東
京
都
指
定

文
化
財
参
集
殿
は
国
登
録
有

形
文
化
財
、
ご
神
木
の
大
き

な
イ
チ
ョ
ウ
の
木
、
大
き
な

獅
子
頭
、
境
内
に
は
土
俵
、

大
鵬
親
方
の
石
碑
も
あ
り
、

見
ど
こ
ろ
が
一
杯
の
神
社
で

し
た
。

田
無
神
社
の
お
み
く
じ
は
、

神
社
の
宮
司
さ
ん
に
て
、
つ

く
ら
れ
五
龍
神
の
ど
れ
か
が

出
ま
す
。

私
は
白
龍
を
引
き
ま
し
た
。

福
田
先
生
の
お
み
く
じ
も
白

龍
で
一
緒
だ
っ
た
事
が
、
何

よ
り
も
良
い
お
み
く
じ
と
な

り
ま
し
た
。

最
後
に
宮
司
さ
ん
の
モ
ヤ
モ

ヤ
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。
皆

さ
ん
占
い
を
さ
れ
て
い
る
方

達
、
今
年
恵
方
巻
き
は
、
食

べ
ま
し
た
か
？
恵
方
巻
き
食

べ
て
る
方
あ
ま
り
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
宮
司
さ
ん
曰
く

節
分
３
日
に
、
恵
方
巻
き
を

今
年
の
吉
方
位
を
向
き
食
べ

ま
す
が
、
４
日
か
ら
が
今
年

の
吉
方
位
で
あ
っ
て
、
３
日

は
、
ま
だ
方
位
の
良
い
日
で

は
、
な
い
の
に
と
の
事
。
確

か
に
！
大
き
く
頷
き
た
く
な

る
事
で
し
た
。
業
界
は
こ
の

ま
ま
行
く
の
か
な
？
で
参
拝

終
了
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
宮
司
さ
ん
の
は
か

ら
い
が
あ
り
ま
し
て
、
参
集

殿
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
け

た
の
で
お
食
事
を
皆
で
い
た

だ
き
と
て
も
長
い
時
間
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
に
い
ら
れ
良
い
一

日
で
し
た
。

お
札
と
方
位
除
け
の
お
守
り

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
田
無

神
社
で
は
、
お
水
取
り
も
で

き
る
と
の
事
、
ま
た
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

帰
り
道
、
田
無
駅
よ
り
、
き

れ
い
な
富
士
山
が
見
え
更
に

パ
ワ
ー
を
い
た
だ
け
た
よ
う

で
う
れ
し
く

再
度
健
康
で
楽
し
く
一
年
過

ご
せ
ま
す
よ
う
願
い
ま
し
た
。

ご
縁
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
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弦
楽
四
重
奏
・
ピ
ア
ノ

コ
ン
サ
ー
ト
の
会
ー
熊

本
県
復
興
支
援
チ
ャ
リ

テ
イ
ー
！

堀
口

一
さ
ん
の
主
催

有
宵
会
・
有
峰
会
会
員
の

堀
口
さ
ん
は
、
去
る
一
月
二

十
二
日
（
日
）
松
戸
市
の
森

の
ホ
ー
ル
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
、
参
会

者
か
ら
大
変
好
評
を
得
て
、

有
意
義
な
会
で
し
た
。

昨
年
か
ら
の
企
画
で
、
熊

本
が
一
日
も
早
く
元
の
姿
に

戻
る
事
を
願
っ
て
音
楽
を
通

じ
て
、
松
戸
か
ら
応
援
し
た

い
と
す
る
計
画
で
し
た
。

収
益
金
は
全
額
「
ふ
る
さ

と
・
く
ま
も
と
応
援
寄
付
金
」

へ
送
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

音
楽
を
通
じ
て
、
被
災
地
域

の
方
々
が
早
く
元
気
に
な
り

ま
す
よ
う
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

通
じ
て
応
援
も
し
ま
し
た
。

こ
の
企
画
で
多
く
の
方
々

の
賛
同
を
得
た
こ
と
、
ま
た

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
立
場
の
私
と

元
区
長
の
出
口
晴
三
先
生
が

応
援
の
御
挨
拶
を
吹
き
込
ま

れ
ま
し
た
。

堀
口
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま

ご
立
派
で
し
た
。福

田
有
宵
記

『
書
道
展
に
寄
せ
る
一

文
』菅

原
有
恒
先
生
は
、
書
道

の
大
家
で
あ
り
、
当
会
の
賛

助
会
員
と
し
て
ご
指
導
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

専
門
の
書
に
関
し
て
、
文

字
の
解
説
・
筆
跡
占
い
、
測

字
の
分
析
、
易
経
の
経
文
な

ど
蘊
蓄
を
披
露
下
さ
っ
て
い

ま
す
。
先
日
の
こ
と
、
上
野

の
都
美
術
館
に
て
、
だ
い
６

３
回
詩
歌
自
詠
の
清
新
会
書

道
展
が
あ
り
、
菅
原
先
生
は

副
理
事
長
の
重
鎮
と
し
て
活

躍
中
。

出
品
は
『
拝
天
満
宮
』
の

菅
公
を
表
わ
し
四
幅
の
も
の

で
見
上
げ
る
書
体
で
し
た
が

伸
び
や
か
で
自
在
な
筆
致
に

は
、
気
負
い
が
な
く
率
直
な

風
致
を
感
じ
ま
し
た
。
だ
ん

だ
ん
と
悟
得
の
境
地
に
近
づ

い
て
い
く
と
き
、
書
風
は
ど

の
よ
う
に
達
し
て
い
く
の
か

と
自
問
し
た
り
感
慨
深
い
も

の
で
し
た
。
同
行
の
牧
野
有

峰
先
生
と
共
に
感
服
し
た
夕

刻
で
し
た
。

福
田
有
宵

土
筆

ト
ク
サ
科
の
多
年
草

で
、
早
春
、
日
当
た
り
の
よ

い
土
手
や
草
地
に
生
え
ま
す
。

「
土
筆
」
と
い
う
名
前
の
通

り
、
頭
は
筆
の
穂
先
に
似
て

い
て
、
こ
こ
か
ら
奉
仕
を
飛

ば
し
ま
す
。
肌
色
の
茎
に
は

数
セ
ン
チ
ご
と
に
節
が
あ
り
、

袴
と
呼
ば
れ
る
切
れ
込
み
の

あ
る
さ
や
（
退
化
し
た
葉
）

が
つ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
下
に
は
長
い
地
下
茎
が
あ

り
、
土
筆
の
後
に
は
杉
菜
が

生
え
ま
す
。
草
摘
み
で
探
す

野
草
の
一
つ
で
、
古
く
か
ら

食
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
味
や

歯
ご
た
え
は
穂
先
が
開
く
前

の
方
が
よ
い
の
で
す
が
、
成

長
が
早
く
時
期
が
短
い
の
で
、

ま
め
に
探
し
て
摘
み
ま
す
。

持
ち
帰
っ
た
ら
袴
を
取
り
、

ゆ
で
て
灰
汁
抜
き
し
た
も
の

を
、
佃
煮
や
茶
わ
ん
蒸
し
、

卵
と
じ
な
ど
に
し
ま
す
。
ほ

ろ
苦
く
野
趣
の
あ
る
春
の
味

で
す
。

美
し
い
日
本
の
季
語
よ
り

Ｎ
Ｐ
Ｏ
通
信

賛
助
会
費
と
し
て
左
記
の

方
々
か
ら
ご
寄
付
を
頂
戴
致

し
ま
し
た
。
（
敬
称
略
・
順

不
同
）
菅
原
有
恒
・
紫
百
希
・

小
松
輝
子
・
牧
野
有
峰
・
木

村
真
理
子
・
斎
藤
幸
子
・
半

田
晴
詠
・
久
保
田
恵
都
予
・

福
田
有
宵
・
佐
藤
宗
昡

鑑
定
会
の
報
告

◎
三
月
五
日
（
日
）

江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
に

て
の
「
春
の
ぶ
ん
か
祭
り
」

に
出
演
。
無
料
鑑
定
会
を
一

般
社
団
法
人

日
本
占
術
協

会
と
協
賛
し
て
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
今
迄
に
な
い
お
客
様

の
数
で
百
七
十
九
名
の
方
々

の
鑑
定
を
致
し
ま
し
た
。
当

日
鑑
定
さ
れ
た
先
生
は
協
会

か
ら
の
先
生
が
お
二
人
、
有

宵
会
か
ら
は
、
（
敬
称
略
・

順
不
同
）
半
田
晴
詠
・
久
保

田
恵
都
予
・
吉
祥
水
茄
・
え

び
す
や
真
朱
・
白
土
愛
真
・

福
田
有
倭
・
紅
光
・
綿
引
涼

子
・
神
崎
ひ
と
み
・
凛
百
果
・

松
浦
優

◎
三
月
十
二
日
（
日
）

江
東
区
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー

に
て
「
ら
・
館
ま
つ
り
」
に

出
演
。
日
本
占
術
協
会
と
協

賛
で
無
料
鑑
定
会
を
行
い
ま

し
た
。
当
日
は
無
料
鑑
定
会

の
他
に
福
田
有
宵
先
生
の
講

演
会
も
別
に
設
け
ら
れ
沢
山

の
方
々
か
ら
の
相
談
と
、
福

田
先
生
の
「
運
気
を
上
げ
る

コ
ツ
」
の
講
演
も
行
い
ま
し

た
。
百
七
十
名
の
方
の
相
談

に
応
じ
ま
し
た
。

出
演
の
先
生
は
（
敬
称
略
・

順
不
同
）
日
本
占
術
協
会
の

先
生
お
二
人
、
有
宵
会
か
ら

は
、
福
田
有
宵
・
佐
藤
宗
昡
・

前
田
龍
徳
・
長
澤
光
祐
・
八

川
林
加
・
白
土
愛
真
・
神
崎

ひ
と
み
・
え
び
す
や
真
朱
・

泰
山
林
翰
・
杉
本
侑
穂
・
川

又
早
苗
・
福
田
有
倭
・
凛
百

果
・
山
田
倫
子
・
松
浦
優
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事
務
局
だ
よ
り

お
花
見
な
ど
戸
外
に
楽
し
み

が
多
い
中
春
で
す
。

次
回
の
例
会

五
月
二
十
九
日
（
月
）

午
後
一
時
十
五
分
よ
り

場
所
・
足
立
区
勤
労
福
祉

会
館
「
プ
ル
ミ
エ
」

会
場
・
大
ホ
ー
ル

講
演定

方
昭
夫
先
生

さ
だ
か
た

「
元
長
岡
大
学
教
授
ー

心
理
学
・
易
学
・
道
教
・

気
功
・
鍼
灸
の
研
究
家
」

「
易
・
ユ
ン
グ
心
理
学
」

◎
去
る
二
月
二
十
一
日
に

西
東
京
市
の
「
田
無
神
社

へ
初
参
り
、
鎮
守
の
杜
の

中
に
大
国
主
命
を
主
祭
神

と
し
水
と
風
の
神
を
五
龍

神
と
し
て
鎮
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
参
拝
者
は
八
十

五
名
の
多
数
で
し
た
。

一
月
の
有
宵
会
へ
の
参
加
者

は
六
十
九
名
で
し
た
。

伊
藤

璃
香


